
果
た
し
て
い
る
。
港
湾
都
市
な
ら
で
は
の
利
点
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
神
戸
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
天
保
山

や
関
西
空
港
へ
行
く
ル
ー
ト
等
が
あ
る
が
、
夕
方
の

六
時
頃
ま
で
と
い
う
運
航
時
間
帯
の
制
約
や
、
船
の

輸
送
力
に
比
べ
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
待
ち

時
間
が
極
め
て
長
い
な
ど
、
課
題
も
多
い
。

③
－
復
旧
状
況

　
孤
立
し
た
神
戸
の
都
心
三
宮
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法

と
し
て
は
、
代
替
バ
ス
を
専
用
レ
ー
ン
で
走
ら
せ
て

お
り
、
乗
場
や
乗
換
え
の
案
内
誘
導
等
ソ
フ
ト
対
応

が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
利
用
者
は
混
乱
せ
ず
整
然

と
し
て
い
る
も
の
の
、
輸
送
力
三
万
五
千
人
／
日
で

は
鉄
道
輸
送
力
に
比
べ
あ
ま
り
に
も
弱
い
。
し
か
し
、

待
ち
時
間
が
二
～
三
時
間
で
あ
っ
た
ピ
ー
ク
に
比
べ

災
害
後
三
週
間
程
経
つ
と
三
十
分
～
一
時
間
程
で
乗

車
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
復
旧
の
最
重
要
施
設
と
し
て
は
や
は
り
鉄
道
施
設

で
あ
り
、
交
通
規
制
を
伴
い
な
が
ら
最
優
先
し
て
復

旧
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
参
考
と
し
て
、
一
日
三

十
万
人
が
利
用
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
（
須
磨

と
甲
子
園
口
間
）
の
運
行
復
旧
状
況
を
示
す
（
図
－

２
）
。
ま
た
市
営
地
下
鉄
は
、
市
西
部
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
市
中
心
部
の
三
宮
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
り
、

一
日
当
た
り
二
十
六
万
人
が
利
用
す
る
が
、
二
月
十

六
日
に
板
宿
と
新
神
戸
間
を
復
旧
し
て
全
線
開
通
し

た
。
た
だ
し
、
新
長
田
駅
、
三
宮
駅
、
上
沢
駅
は
、

支
柱
を
補
修
す
る
の
で
停
車
せ
ず
に
通
過
す
る
。

　
震
災
一
ヵ
月
後
、
鉄
道
は
こ
の
夏
ま
で
に
概
ね
復

旧
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
が
（
図
－
３
）
、
高
速
道

路
の
阪
神
高
速
神
戸
線
の
全
線
開
通
は
早
く
て
も
三

年
後
と
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
復
旧
に
長
期
間
を

必
要
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
被
害
の
大
き
さ
を
端
的

に
物
語
っ
て
い
る
。

④
－
お
わ
り
に

　
今
回
の
よ
う
な
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
地
震
に

対
し
て
は
、
近
代
都
市
の
脆
さ
を
露
呈
し
た
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
土
木
構
造
物
、
特
に
高
架
構
造

物
は
壊
れ
た
と
き
に
そ
の
被
害
が
大
き
く
、
代
替
機

能
が
確
保
さ
れ
な
い
と
都
市
構
造
上
致
命
的
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
南
北
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が

少
な
く
、
東
西
に
長
い
地
形
的
な
条
件
の
悪
さ
は
こ

の
代
替
施
設
の
整
備
を
困
難
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
え
も
適
切
な

ル
ー
ト
を
決
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
交
通
混
乱
状
況
下

で
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
と
い
う
小
回
り
の

き
く
乗
り
物
の
重
要
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
地
震
直
後
の
交
通
渋
滞
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す

る
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
震
災
直
後
、
現
地
を

視
察
し
た
村
上
處
直
・
横
浜
国
大
教
授
は
、
「
都
市

は
体
と
同
じ
で
、
血
液
が
流
れ
る
よ
う
に
し
て
お
か

な
け
れ
ば
回
復
は
不
可
能
に
な
る
」
と
述
べ
て
お
り
、

血
液
に
あ
た
る
緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
よ
う

強
調
し
て
い
る
。

　
現
地
で
見
た
光
景
は
、
目
を
疑
う
ほ
ど
す
さ
ま
じ

い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
大
地
震
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
も
こ
の
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
本
市
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
再
点
検
し
、
災

害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
検
討
す
べ

き
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
〈
参
考
資
料
〉

　
（
１
）
「
阪
神
大
震
災
震
害
調
査
　
緊
急
報
告
会
資

料
」
社
団
法
人
　
土
木
学
会

　
（
２
）
「
神
戸
の
都
市
計
画
」
神
戸
市
都
市
計
画
局

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
③
震
災
の
被
害
状
況

　
（
３
）
「
神
戸
の
再
開
発
」
神
戸
市
都
市
計
画
局

　
（
４
）
「
「
こ
う
べ
」
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
（
財
）
神
戸
都
市
問
題
研
究
所

　
〈
工
藤
＝
都
市
計
画
局
都
市
企
画
部
次
長
企
画
調
査

課
長
／
森
＝
同
局
企
画
調
査
課
担
当
係
長
〉

３

道
路
の
被
害
状
況

寺
澤
成
介

①
－
調
査
方
法
と
調
査
範
囲

○
被
災
後
一
週
間
た
っ
た
一
月
二
十
五
日
、
午
前
七

時
三
十
分
頃
か
ら
午
後
六
時
頃
ま
で
徒
歩
で
、
目
視

と
写
真
に
よ
り
調
査
を
行
っ
た
。

○
調
査
項
目
は
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
神
戸
線
の
よ

う
な
高
架
構
造
物
の
倒
壊
等
は
新
聞
報
道
等
で
か
な

り
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
一
般
の
道
路
の

損
傷
を
中
心
に
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

○
調
査
箇
所
と
し
て
は
、
神
戸
市
役
所
を
起
終
点
と

し
て
徒
歩
で
行
動
し
た
た
め
、
中
央
区
と
灘
区
の
二

区
の
み
で
あ
る
。
調
査
し
た
ル
ー
ト
は
、
新
聞
や
週

間
紙
等
の
情
報
を
も
と
に
い
く
つ
か
の
被
災
箇
所
を

を
選
定
し
、
以
下
の
ル
ー
ト
で
実
施
し
た
。

　
神
戸
市
役
所
周
辺
↓
海
岸
通
り
↓
元
町
周
辺
↓
北

　
野
町
↓
生
田
川
↓
国
道
２
号
↓
岩
屋
北
町
↓
灘
区

　
役
所
周
辺
↓
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
↓
国
道
4
3
号
↓
ポ
ー

　
ト
ラ
イ
ナ
ー
↓
第
４
突
堤

②
‐
現
地
調
査
報
告

　
全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
高
架
構
造
物
の
損
壊
に

比
ベ
一
般
の
道
路
の
損
傷
は
少
な
く
、
道
路
の
損
傷

も
海
側
に
比
べ
山
側
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ

た
。

ア
道
路
そ
の
も
の
の
損
傷
は
以
外
と
軽
微

鉄道の復旧見通し図―３交差点での車道部の損傷
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○
交
差
点
部
や
幹
線
道
路
へ
の
区
画
道
路
の
取
付
部

等
に
お
い
て
亀
裂
や
舗
装
の
浮
上
が
り
等
の
損
傷
が

所
々
で
見
ら
れ
た
が
、
通
行
に
大
き
く
支
障
し
た
と

思
わ
れ
る
も
の
は
補
修
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
上
下

水
道
等
の
地
下
埋
設
物
に
よ
る
陥
没
等
の
損
傷
は
皆

無
で
あ
っ
た
。
加
納
町
交
差
点
で
は
百
メ
ー
ト
ル
以

上
に
わ
た
っ
て
路
面
が
補
修
さ
れ
て
い
た
が
、
地
下

に
地
下
鉄
が
通
っ
て
お
り
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
。
（
事
後
確
認
に
よ
り
河
川
を
埋
め
た
道
路

で
液
状
化
か
原
因
で
あ
っ
た
。
）

○
歩
道
橋
は
、
見
聞
き
し
た
範
囲
に
お
い
て
落
橋
は

無
く
（
そ
の
後
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
神
戸
市
内

の
百
五
十
三
橋
の
歩
道
橋
の
う
ち
通
行
止
め
し
た
歩

道
橋
は
三
橋
）
、
歩
道
橋
本
体
の
損
傷
も
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ず
、
階
段
の
取
付
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
に

一
部
破
損
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
国
道
２
号
等
で
幾

つ
か
の
地
下
道
が
あ
っ
た
が
、
調
査
し
た
一
つ
を
除

い
て
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
。
地
下
道
の
損
傷
は

壁
に
少
し
ク
ラ
ッ
ク
が
、
ボ
ッ
ク
ス
の
接
合
部
で
損

傷
が
そ
れ
ぞ
れ
見
受
け
ら
れ
た
。

○
幹
線
道
路
に
お
い
て
、
電
柱
、
照
明
灯
、
標
識
等

の
転
倒
が
所
々
見
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
補
修
さ
れ
て

い
た
た
め
、
損
傷
の
程
度
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

○
一
般
橋
梁
の
橋
台
裏
の
沈
下
に
つ
い
て
は
、
調
査

し
た
中
で
は
最
大
で
十
セ
ン
チ
程
度
で
あ
り
、
大
き

な
損
傷
は
な
く
、
舗
装
補
修
の
擦
り
付
け
幅
は
二
～

三
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
っ
た
。
路
面
に
ク
ラ
ッ
ク
は

あ
る
も
の
の
沈
下
し
て
い
な
い
橋
が
二
王
二
割
あ
っ

た
。
損
傷
が
少
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
川
幅
が

二
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
掘
割
川
で
あ
り
、
構
造
が
単

純
桁
で
あ
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

イ
道
路
、
鉄
道
等
の
高
架
構
造
物
は
被
害
甚
大

○
阪
神
高
速
道
路
公
団
神
戸
線
（
東
明
～
大
石
間
と

海
岸
通
り
一
丁
目
上
二
丁
目
）
で
は
、
橋
脚
の
倒
壊

や
桁
の
横
ず
れ
（
五
十
セ
ン
チ
程
度
）
が
見
ら
れ
る

が
、
橋
脚
の
倒
壊
等
の
大
き
な
損
傷
部
分
は
、
連
続

桁
で
あ
り
曲
線
部
で
あ
っ
た
。
ま
た
倒
壊
し
た
橋
脚

は
固
定
端
で
あ
っ
た
の
で
応
力
集
中
を
受
け
た
た
め

と
想
定
さ
れ
る
。
Ｔ
型
橋
脚
の
柱
部
の
損
傷
（
座
屈

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
等
）
は
地
表
面
か
ら
Ｉ
～

ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ラ
ー

メ
ン
橋
脚
で
は
隅
角
部
に
近
い
部
分
の
損
傷
が
多
く

見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
直
線
部
の
単
純

桁
に
お
い
て
も
支
承
部
（
特
に
固
定
端
）
の
損
傷
が

相
当
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
報
道
に
よ
れ
ば
、

帯
筋
の
間
隔
、
主
鉄
筋
の
圧
接
不
良
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
薄
い
被
り
、
骨
材
の
ア
ル
カ
リ
反
応
等
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
破
損
部
の
鉄
筋
が
錆
び
て
い

る
も
の
も
あ
っ
た
。

○
国
道
4
3
号
（
岩
屋
）
の
立
体
交
差
部
（
Ｌ
＝
約
七

百
メ
ー
ト
ル
）
が
横
転
し
て
お
り
、
従
来
は
粘
り
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
た
鋼
製
の
Ｔ
型
橋
脚
も
大
き
な
損

傷
（
破
壊
）
を
受
け
て
い
た
。

○
鉄
道
高
架
部
（
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
周
辺
、
阪
神
電
車

の
新
在
家
駅
や
御
影
塚
町
四
丁
目
付
近
）
で
は
、
ラ
ー

メ
ン
橋
脚
の
柱
部
が
無
く
な
り
、
梁
部
が
地
面
の
上

に
乗
っ
て
い
る
状
態
に
な
る
ほ
ど
の
損
壊
を
受
け
て

い
る
。
な
お
、
道
路
上
に
落
下
し
た
桁
等
は
既
に
処

理
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

ウ
建
物
の
倒
壊
等
に
よ
る
道
路
封
鎖

○
倒
壊
し
た
建
物
の
大
半
が
道
路
側
に
倒
れ
て
お
り
、

幹
線
道
路
で
は
歩
道
が
、
区
画
道
路
で
は
車
道
が
通

行
不
能
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

特
に
路
地
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
道
路
が
封
鎖
さ
れ

て
お
り
、
火
災
が
発
生
し
て
い
れ
ば
消
火
活
動
に
苦

慮
し
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
動
販

売
機
の
転
倒
に
よ
る
通
行
支
障
が
所
々
で
見
ら
れ
た
。

○
ア
ー
ケ
ー
ド
（
三
ヵ
所
）
は
か
な
り
古
い
も
の
も

含
め
て
、
落
下
等
の
大
き
な
損
傷
は
見
ら
れ
ず
、
沿

道
の
建
物
と
は
大
き
な
違
い
を
見
せ
て
い
た
。

エ
交
通
規
制
等
そ
の
他

○
通
行
規
制
に
よ
り
緊
急
車
両
用
通
行
路
（
国
道
２

号
の
神
戸
方
向
の
み
）
を
確
保
し
て
い
た
が
、
国
道

に
交
差
す
る
縦
の
道
路
か
ら
一
般
車
両
が
混
入
し
て

お
り
、
ひ
ど
い
渋
滞
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
国
道
4
3

号
の
甲
子
園
球
場
付
近
で
は
二
時
間
で
数
百
メ
ー
ト

ル
し
か
進
ま
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

○
信
号
が
点
灯
し
て
い
な
い
交
差
点
も
あ
っ
た
が
、

信
号
が
点
灯
し
て
い
て
も
主
要
交
差
点
で
は
警
察
菅

と
交
通
整
理
員
で
交
通
処
理
（
パ
ト
カ
ー
、
救
急
車

等
の
緊
急
車
の
優
先
通
行
）
を
実
施
し
て
い
た
が
、

相
当
混
乱
し
て
い
た
。

○
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
転
車
が
、
車
の
渋
滞
を
横
目
に

歩
道
を
走
る
等
活
躍
し
て
お
り
、
重
要
な
交
通
手
段

と
な
っ
て
い
た
。

○
各
地
か
ら
消
防
車
、
工
事
用
車
両
、
ト
ラ
ッ
ク
等

が
集
結
し
た
た
め
、
防
災
拠
点
で
あ
る
市
役
所
、
区

役
所
周
辺
の
幹
線
道
路
が
駐
車
場
と
な
っ
て
い
た
。

道
路
幅
員
の
狭
い
横
浜
で
は
か
な
り
大
き
な
問
題
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

③
－
調
査
を
踏
ま
え
て
の
所
感

　
緊
急
車
両
の
通
行
の
確
保
や
防
災
帯
と
し
て
の
道

路
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

現
在
の
横
浜
で
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
広
い
幅
員

の
道
路
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は

時
間
が
か
か
る
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
を
踏
ま

え
て
当
面
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

ア
　
被
災
直
後
の
交
通
混
乱
を
考
え
る
と
、
日
頃
か

歩道に倒れ込んだレンガ塀倒壊した民家が道路を封鎖
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ら
神
奈
川
県
警
察
本
部
と
協
力
し
て
、
災
害
時
の
交

通
規
制
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
幾
つ
か

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
交
通
規
制
案
を
準
備
す
べ
き

と
思
わ
れ
る
。
併
せ
て
、
交
通
規
制
の
た
め
の
器
材

（
バ
リ
ケ
ー
ド
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
等
）
の
配
備
も
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

イ
　
家
屋
が
道
路
側
に
倒
壊
し
て
避
難
、
救
援
、
消

火
活
動
等
の
障
害
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
路
上
の
障

害
物
の
速
や
か
な
撤
去
が
必
要
と
な
る
た
め
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
等
の
重
機
を
確
保
、
配
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

ウ
　
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
震
災
対
策
が
落
橋

防
止
等
を
中
心
と
し
て
い
た
た
め
、
鉄
道
上
や
道
路

上
に
か
か
る
橋
梁
の
下
部
工
を
含
め
た
点
検
及
び
補

修
を
、
国
等
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
早
急
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
落
橋
等
が
あ
れ

ば
、
鉄
道
と
道
路
の
両
方
が
通
行
不
能
と
な
り
、
救

援
や
復
旧
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

エ
　
通
信
網
の
混
乱
や
切
断
に
備
え
て
、
ま
た
、
交

通
混
乱
を
考
え
る
と
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
転
車
等
の

二
輪
車
を
区
役
所
や
土
木
事
務
所
に
配
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
も
行
っ
て
い
る

が
、
常
温
合
材
や
砕
石
等
の
十
分
な
備
蓄
が
望
ま
れ

る
。

　
最
後
に
、
今
回
の
現
地
調
査
を
終
え
て
感
じ
た
こ

と
を
一
言
で
表
す
と
､
S
i
m
p
i
ei
s
B
e
s
t
"
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
道
路
局
街
路
部
次
長
企
画
課
長
〉

４

地
下
鉄
の
被
害
状
況

戸
屋
　
勉

井
口
侃
二

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
下
鉄
技
術
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
神
戸
市
営

地
下
鉄
及
び
神
戸
高
速
鉄
道
の
地
下
構
造
物
の
被
害

状
況
と
応
急
復
旧
方
法
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
の

で
、
報
告
す
る
。

　
（
地
下
鉄
技
術
協
議
会
は
、
地
下
鉄
技
術
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
公
営
と
第
三
セ

ク
タ
ー
の
地
下
鉄
事
業
者
で
組
織
し
た
協
議
会
）

　
な
お
、
今
回
の
報
告
は
、
地
下
構
造
物
に
限
り
、

鉄
道
施
設
と
し
て
同
じ
く
大
き
な
被
害
を
受
け
た
高

架
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
た
い
。

①
ｌ
調
査
行
程

　
平
成
七
年
二
月
九
日
、
大
阪
市
交
通
局
か
ら
神
戸

市
営
地
下
鉄
及
び
大
阪
市
営
地
下
鉄
の
被
害
状
況
の

説
明
を
受
け
る
。

　
平
成
七
年
二
月
十
日
、
大
阪
港
か
ら
大
阪
市
の
応

援
職
員
運
搬
船
に
同
乗
し
て
、
神
戸
港
へ
移
動
。
神

戸
市
交
通
局
か
ら
神
戸
市
営
地
下
鉄
と
神
戸
高
速
鉄

道
の
構
造
物
の
形
式
、
被
害
状
況
、
復
旧
状
況
等
の

概
要
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
神
戸
市
営
地
下
鉄
三
宮

駅
、
神
戸
高
速
鉄
道
の
新
開
地
駅
～
大
開
駅
ま
で
の

ト
ン
ネ
ル
構
内
、
大
開
駅
付
近
の
地
表
の
状
態
、
市

営
地
下
鉄
の
上
沢
駅
及
び
そ
の
地
表
付
近
等
を
調
査

し
た
。

　
平
成
七
年
二
月
十
日
、
地
下
鉄
技
術
協
議
会
の
解

散
後
、
阪
神
電
鉄
の
阪
神
御
影
駅
か
ら
三
宮
駅
ま
で

の
高
架
構
造
物
を
中
心
に
被
害
状
況
を
調
査
し
た
。

②
－
神
戸
市
営
地
下
鉄

ア
地
下
鉄
の
構
造
概
要

　
神
戸
市
営
地
下
鉄
は
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
新
長

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
③
震
災
の
被
害
状
況

田
～
名
谷
間
（
五
・
七
キ
ロ
）
を
開
業
し
、
そ
の
後

延
伸
を
重
ね
、
現
在
、
新
神
戸
～
西
神
中
央
間
（
二

二
・
七
キ
ロ
）
の
営
業
を
行
い
一
日
約
二
十
五
万
人

の
輸
送
を
担
っ
て
い
る
。
（
図
－
１
）

　
板
宿
か
ら
東
部
分
の
板
宿
～
新
神
戸
間
は
、
古
く

か
ら
の
市
街
地
に
全
て
開
削
工
法
で
造
ら
れ
た
函
型

断
面
の
構
造
物
で
、
板
宿
か
ら
西
側
部
分
に
つ
い
て

は
、
六
甲
山
系
の
高
台
に
あ
る
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
結
ん
で
お
り
、
開
削
工
法
の
他
、
シ
ー
ル
ド
、
山

岳
ト
ン
ネ
ル
、
堀
割
、
高
架
橋
等
、
い
ろ
い
ろ
な
構

造
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
海
岸
線
と
し
て
新
長
田
上
二
宮
（
約
八
キ

ロ
）
の
建
設
に
着
手
し
て
い
る
。

イ
被
害
の
概
要

　
（
ア
）
全
体

　
構
造
物
に
被
害
を
受
け
た
の
は
、
地
下
構
造
物
で

は
、
三
宮
駅
、
上
沢
駅
及
び
接
し
て
い
る
一
般
部
、

図―１　神戸市鉄道路線図
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